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竹
本
播
磨
少
橡
の
義
太
夫
節

―「
増
補
用
明
天
王
」
と
最
古
の
稽
古
本
「
菅
丞
相
冥
加
の
松
梅
」

東　

晴
美

　

本
稿
で
は
、
竹
本
播
磨
少
橡
の
義
太
夫
節
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料

２
点
を
紹
介
す
る
。
本
稿
で
扱
う
資
料
は
、『
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
未
翻
刻

作
品
集
成
』
72
巻
（
以
下　

未
翻
刻
作
品
集
成
と
略
称（

１
））
に
翻
刻
紹
介
し

た
も
の
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
増
補
用
明
天
王
」
は
、「
用
明
天
王
職
人
鑑
」
の
三
段
目
ま
で
は
そ
の

ま
ま
に
、
四
段
目
を
増
補
改
訂
し
て
上
演
し
た
。
未
翻
刻
作
品
集
成
で
の

解
題
で
は
、
増
補
さ
れ
た
四
段
目
以
降
の
諸
本
の
異
同
な
ど
に
つ
い
て
解

説
を
し
た
が
、
三
段
目
ま
で
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
は
「
用
明
天
王
職

人
鑑
」
の
異
同
と
な
る
の
で
触
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
三

段
目
ま
で
に
つ
い
て
の
異
同
を
紹
介
す
る
。

　
「
菅
丞
相
冥
加
の
松
梅
」
は
、
最
古
の
稽
古
本
と
さ
れ
る
写
本
と
、
明

和
三
年
二
代
目
竹
本
政
太
夫
一
周
忌
追
善
興
行
時
の
七
行
の
正
本
が
あ

る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
木
谷
蓬
吟
『
浄
瑠
璃
研
究
書
』（
昭
和
一
六
年
、

第
一
書
房
）
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
未
翻
刻
作
品
集
成
で
は
、
後

者
の
方
を
翻
刻
し
た
。
し
か
し
、
木
谷
氏
の
翻
刻
に
は
文
字
譜
が
施
さ
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
最
古
の
稽
古
本
と
い
う
資
料
的
価
値
を
鑑
み
、
本
稿

に
て
改
め
て
文
字
譜
を
付
し
て
翻
刻
を
行
っ
た
。

一　

増
補
用
明
天
王

（
一
）「
増
補
用
明
天
王
」
七
行
本
三
段
目
ま
で
の
資
料
的
価
値

　

浄
瑠
璃
の
作
品
の
全
て
を
お
さ
め
た
通
し
本
（
丸
本
）
は
、
近
松
門
左

衞
門
の
活
動
時
期
の
途
中
か
ら
、
八
行
本
か
ら
七
行
本
に
切
り
替
わ
り
、

以
後
、
七
行
本
が
定
型
と
な
る
。
浄
瑠
璃
本
を
研
究
す
る
神
津
武
男
氏
に

よ
れ
ば
、
切
り
替
え
た
時
期
と
板
元
は
、
竹
本
座
に
つ
い
て
は
、
正
徳
二
、

三
年
頃
、、
山
本
九
兵
衛
に
よ
る
と
す
る（

２
）。
な
お
、
近
松
の
浄
瑠
璃
本
に

関
し
て
は
、『
外
題
年
鑑
』
で
は
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）『
吉
野
都
女

楠
』
か
ら
七
行
本
と
な
り
、
そ
れ
以
前
の
当
た
り
浄
瑠
璃
も
七
行
に
改
板

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
用
明
天
王
職
人
鑑
」
な
ら
ば
、
ま
ず
、
八
行
本
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の

後
七
行
本
に
切
り
替
わ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
七
行
本
の
所
在

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
用
明
天
王
職
人
鏡
」
諸
本
に
つ
い
て
は
、
山
根
為
推
氏
の
詳
細
な
研

究
が
あ
る（

３
）。
し
か
し
、「
増
補
用
明
天
王
」
は
、
近
松
没
後
に
改
訂
さ
れ

た
も
の
で
、
近
松
の
正
本
研
究
の
対
象
外
と
し
て
山
根
氏
は
言
及
さ
れ
て
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い
な
い
。
本
文
の
大
幅
な
改
訂
の
な
い
七
行
本
「
増
補
用
明
天
王
」
の
三

段
目
ま
で
は
、
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
「
用
明
天
王
職
人
鑑
」
の
七

行
本
の
手
が
か
り
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

検
討
の
前
提
と
し
て
「
用
明
天
王
職
人
鑑
」
か
ら
「
増
補
用
明
天
王
」

ま
で
の
流
れ
と
竹
本
播
磨
少
橡
の
動
向
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
用
明
天
王
職
人
鏡
」
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
十
一
月
、
大
坂

竹
本
座
に
て
初
演
。
竹
本
筑
後
掾
（
太
夫
）、
近
松
門
左
衞
門
（
作
者
）、

竹
田
出
雲
（
座
本
）
の
体
制
で
の
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
後
正
徳
二

年（
一
七
一
一
）三
月
大
阪
竹
本
座
、同
年
名
古
屋
で
再
演
の
記
録
が
あ
る
。

　

正
徳
四
年
に
竹
本
筑
後
掾
が
没
し
、
門
弟
の
竹
本
政
太
夫
が
竹
本
座
を

牽
引
し
「
国
性
爺
合
戦
」
の
大
当
た
り
で
竹
本
座
を
立
て
直
し
た
。
そ
の

後
、
享
保
九
年
に
近
松
門
左
衞
門
が
没
す
る
。

　
「
増
補
用
明
天
王
」
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
四
月
、
大
阪
竹

本
座
に
て
上
演
。
竹
本
政
太
夫
が
、
大
序
、
二
段
、
三
段
目
を
語
る
。
竹

本
政
太
夫
は
、
享
保
二
十
年
上
総
少
掾
受
領
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

に
再
受
領
し
て
竹
本
播
磨
少
掾
藤
原
喜
教
と
号
す
。

　
「
用
明
天
王
職
人
鑑
」
八
行
本
と
「
増
補
用
明
天
王
」
七
行
本
の
異
同

が
ど
の
段
階
で
生
じ
た
か
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
浄
瑠
璃
本
の
刊
行

ま
で
の
流
れ
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

作
者
の
原
稿
が
成
る
と
、
座
本
を
通
し
て
奉
行
所
へ
提
出
さ
れ
、
そ
の

裁
可
を
待
つ
間
に
節
付
け
を
含
め
た
上
演
準
備
が
す
す
め
ら
れ
、
上
演
許

可
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
公
演
の
初
日
を
迎
え
、
出
版
に
関
し
て
は
審
査
は

省
略
さ
れ
て
板
元
よ
り
浄
瑠
璃
本
が
刊
行
さ
れ
る（

４
）。文
字
譜
に
関
し
て
は
、

作
者
の
原
稿
が
審
査
中
に
太
夫
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
山
根
為
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
本
文
の
読
み
に
関
し
て
は
、
作
者
の
手
の

離
れ
た
所
で
読
み
が
決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る（
５
）。

　
「
増
補
用
明
天
王
」
の
三
段
目
ま
で
の
七
行
本
と
「
用
明
天
王
職
人
鑑
」

の
八
行
本
と
の
異
同
箇
所
は
、「
増
補
用
明
天
王
」
以
前
に
「
用
明
天
王

職
人
鑑
」
の
七
行
本
が
刊
さ
れ
て
、
そ
の
板
木
を
流
用
し
た
の
か
、「
増

補
用
明
天
王
」
を
語
っ
た
竹
本
政
太
夫
こ
と
竹
本
播
磨
少
橡
の
意
向
を
反

映
さ
せ
た
の
か
、
の
解
明
に
つ
な
が
る
。

　

山
根
為
雄
氏
は
、「
用
明
天
王
職
人
鑑
」
は
、
八
行
本
で
あ
り
な
が
ら
、

奥
付
に
七
行
の
正
本
と
う
た
っ
て
お
り
、
正
徳
二
年
の
再
演
の
頃
に
八
行

本
の
板
木
を
用
い
て
印
刷
し
、
七
行
の
正
本
と
す
る
奥
付
を
誤
っ
て
付
し

た
可
能
性
が
高
い
と
し
、
ま
た
、
正
徳
二
年
三
月
の
再
演
以
前
に
七
行
本

が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る（

３
）。

　

し
か
し
、（
三
）
で
述
べ
る
よ
う
に
、「
増
補
用
明
天
王
」
七
行
本
の
三

段
目
ま
で
は
、
捨
て
仮
名
や
文
字
譜
の
傾
向
か
ら
、
竹
本
筑
後
掾
没
後
の
、

竹
本
播
磨
少
橡
の
浄
瑠
璃
正
本
の
特
色
が
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
を
決
定
づ
け
る
に
は
、
よ
り
多
く
の
同
じ
近
松
作
品
の
八
行
本
と
七
行

本
の
比
較
を
経
て
検
証
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
一
つ
の
可
能

性
と
し
て
、「
増
補
用
明
天
王
」
以
前
に
は
、
七
行
本
は
存
在
せ
ず
、
増

補
上
演
時
に
新
た
に
七
行
本
が
開
板
さ
れ
た
か
、
と
す
る
に
留
め
る
。

（
二
）
近
松
全
集
と
未
翻
刻
作
品
集
成

　

近
松
全
集
と
、
未
翻
刻
作
品
集
成
の
翻
刻
方
針
が
異
な
る
た
め
、
翻
刻

の
表
記
が
異
な
る
が
、
原
本
の
表
記
は
八
行
本
と
七
行
本
で
同
じ
場
合
が

あ
る
。
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た
と
え
ば
、本
文
の
表
記
で
、捨
て
仮
名
に
関
し
て
は
、数
詞
の「
ツ
」は
、

捨
て
仮
名
の
「
ツ
」
と
区
別
す
る
た
め
に
、未
翻
刻
作
品
集
成
で
は
「
つ
」

と
翻
刻
し
て
い
る
。
近
松
全
集
で
は
「
ツ
」
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
の
表

記
は
、
未
翻
刻
作
品
集
成
で
は
正
字
体
を
優
先
す
る
た
め
、
原
本
が
「
弥
」

で
あ
っ
て
も
未
翻
刻
作
品
集
成
で
は
正
字
の「
彌
」で
、近
松
全
集
は「
弥
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
原
本
の
表
記
が
同
じ
な
の
で
、
本
稿
で
は
表

記
の
異
同
と
し
て
は
採
用
し
て
い
な
い
。

　

異
同
の
採
用
基
準
は
、山
根
為
推
氏
の
近
松
の
諸
作
品
の
調
査
に
準
じ
、

漢
字
と
仮
名
、
ル
ビ
や
濁
点
、
句
点
、
文
字
譜
に
関
し
て
行
っ
た（

６
）。
八
行

本
と
七
行
本
の
異
同
は
、
約
二
五
〇
〇
箇
所
に
及
ぶ
。（
な
お
、
数
え
間

違
い
な
ど
も
あ
る
の
で
、
以
下
の
数
値
は
、
お
お
よ
そ
の
占
め
る
割
合
で

示
し
た
。）
異
同
箇
所
を
全
て
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
全
体
的
な
傾

向
と
し
て
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

（
三
）
本
文
の
異
同

・
漢
字
化

　

異
同
の
全
体
の
う
ち
、
約
30
％
近
く
が
、
八
行
本
で
の
仮
名
表
記
が
、

七
行
本
で
漢
字
へ
と
改
め
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
漢
字
化
さ
れ

た
も
の
の
う
ち
、
60
％
近
く
に
ル
ビ
が
付
き
、
10
％
ほ
ど
に
捨
て
仮
名
が

付
い
て
い
る
。

　

逆
に
、
八
行
本
の
漢
字
表
記
が
、
仮
名
へ
と
改
め
ら
れ
た
も
の
は
、

15
％
で
あ
る
。

・
ル
ビ
の
追
加

　

異
同
の
う
ち
、
約
25
％
近
く
が
、
八
行
本
で
漢
字
表
記
の
も
の
に
、
ル

ビ
を
付
し
て
い
る
。
逆
に
、
八
行
本
の
ル
ビ
付
き
漢
字
か
ら
ル
ビ
を
外
し

た
も
の
は
0.4
％
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
恐
悦
」
の
悦
、「
に
ゐ
枕
」（
新
枕
）

な
ど
、
別
の
よ
み
の
可
能
性
が
低
い
も
の
や
、「
受
領
」
な
ど
そ
の
前
に

ル
ビ
付
き
で
頻
出
し
て
い
て
省
略
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　

仮
名
か
ら
ル
ビ
付
き
の
漢
字
に
し
た
例
、
漢
字
に
ル
ビ
を
追
加
し
た
例

を
あ
わ
せ
る
と
、
異
同
の
全
体
の
41
％
を
占
め
る
。
七
行
本
化
の
傾
向
と

し
て
、
ル
ビ
付
き
の
漢
字
化
が
顕
著
だ
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
山
根

為
雄
氏
が
『
け
い
せ
い
反
魂
香
』
で
行
っ
た
諸
本
調
査
の
結
果
で
「
七
行

本
は
漢
字
又
は
振
仮
名
つ
き
の
漢
字
を
多
く
用
い
る
」
と
い
う
指
摘
と
一

致
す
る（

７
）。

・
捨
て
仮
名
の
追
加

　

捨
て
仮
名
に
関
し
て
、
神
津
武
男
氏
は
、
竹
本
播
磨
少
掾
以
前
や
同
時

代
の
豊
竹
座
の
初
板
の
浄
瑠
璃
本
は
、「
捨
て
仮
名
に
頼
ら
ず
、
基
本
的

に
は
本
文
行
に
送
り
仮
名
と
し
て
記
載
し
た
」
と
し
、
竹
本
播
磨
少
掾
の

新
工
夫
と
し
て
「
捨
て
仮
名
の
多
用
」
を
指
摘
す
る
。
今
回
の
異
同
調
査

で
、
そ
れ
が
数
的
に
証
明
さ
れ
た
と
言
え
よ
う（

８
）。

　
「
増
補
用
明
天
王
」
の
七
行
本
で
は
、
異
同
の
う
ち
、
20
％
で
、
捨
て

仮
名
が
追
加
さ
れ
た
事
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
わ
け
は
、
漢
字
に
捨

て
仮
名
が
追
加
さ
れ
た
例
が
85
％
、
か
な
を
漢
字
化
し
て
捨
て
仮
名
を
付

し
た
の
が
15
％
で
あ
る
。

　

八
行
本
に
は
、
数
詞
以
外
の
捨
て
仮
名
が
十
例
ほ
ど
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
七
行
本
で
は
捨
て
仮
名
が
圧
倒
的
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
八
行
本
か
ら
の
漢
字
化
、
漢
字
へ
の
ル
ビ
と
捨
て
仮

名
の
追
加
で
、
お
お
む
ね
異
同
の
全
体
の
70
％
を
占
め
る
。
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・
そ
の
他
（
⑧
は
八
行
本
、
⑦
は
七
行
本　

以
下
同
じ
）

　

送
り
仮
名
の
変
化
（
⑧
覚
え
ず
→
⑦
覚
ず
、
⑧
尋
→
⑦
尋
ね
、
な
ど
）、

仮
名
遣
い
の
異
同
（
⑧
う
へ
て
→
⑦
う
ゑ
て
、⑧
を
と
→
⑦
お
と
、な
ど
）、

他
に
清
濁
の
異
同
な
ど
が
あ
る
。
山
根
氏
の
諸
本
調
査
に
よ
る
と
、
山
本

板
の
十
四
・
十
五
行
絵
入
本
は
、
文
字
譜
に
関
し
て
は
杜
撰
で
は
あ
る
が
、

十
四
・
十
五
行
絵
入
本
の
み
が
正
し
い
事
例
も
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る（

９
）。

表
記
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
は
八
行
本
を
参
照
し
て
い
る
。
例
え
ば
表

№
34
は
、
十
四
・
十
五
行
絵
入
本
が
「
仁
心
」
と
す
る
が
、
八
行
本
に
従
っ

て
い
る
。
八
行
本
が
誤
っ
た
表
記
を
し
て
い
る
事
例
で
、
十
四
・
十
五
行

絵
入
本
と
表
記
が
一
致
し
た
も
の
は
二
例
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
は
、
先
ほ
ど
の
刊
行
ま
で
の
流
れ
と
、
近
松
没
後
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
太
夫
か
板
元
の
意
向
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
句
点
（
区
切
り
点
）

　

山
根
氏
の
諸
本
調
査
で
は
、
区
切
り
の
異
同
に
関
し
て
は
、
諸
本
の
異

同
の
正
誤
を
判
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
し
て
い
る（

（1
（

。今
回
の
調
査
で
は
、

七
行
本
に
追
加
さ
れ
た
事
例
が
、
17
例
、
削
除
（
あ
る
い
は
脱
落
）
し
た

事
例
が
11
例
あ
る
。
特
に
顕
著
な
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま

た
、
句
点
の
位
置
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
前
後
の
文
章
も
あ
わ
せ
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
今
回
の
調
査
で
は
、
表
で
の
掲
載
は
異
同
箇
所
の
指

摘
に
留
め
た
。

（
五
）
文
字
譜

　

未
翻
刻
作
品
集
成
の
文
字
譜
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、坂
本
清
恵
氏
が
、

近
松
正
本
の
文
字
譜
の
例
と
、
享
保
以
降
の
正
本
の
文
字
譜
の
例
を
比
較

し
て
方
針
を
決
め
ら
れ
た
。「
ウ
」「
ハ
ル
」「
中
」
に
関
し
て
比
較
の
結

果
、
近
松
正
本
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
付
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
の

場
合
で
も
二
音
節
の
後
半
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
場
合
は
、
文
字
譜
も
下

に
つ
く
事
例
な
ど
を
紹
介
さ
れ
た
。
一
方
、
享
保
以
降
は
、
語
頭
の
「
ウ
」

「
ハ
ル
」
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
厳
密
に
示
す
と
い
う
意
識
が
認
め
ら
れ
な
い

と
す
る
。
ま
た
、「
中
」は
低
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
付
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、

低
い
曲
調
で
始
ま
る
箇
所
に
付
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の

た
め
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、「
ウ
」「
ハ
ル
」
は
、
原
則
的
に
語
頭
に
翻

刻
す
る
。
明
ら
か
に
語
頭
で
な
い
位
置
の
場
合
は
、
そ
の
文
字
の
直
前
に

翻
刻
す
る
。「
中
」
に
関
し
て
は
、
語
頭
に
統
一
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の

ま
ま
の
位
置
に
翻
刻
す
る
方
針
を
示
さ
れ
た（

（1
（

。

　

未
翻
刻
作
品
集
成
72
の
『
増
補
用
明
天
王
』
の
翻
刻
は
、
八
行
本
の
文

字
譜
と
ゴ
マ
譜
の
位
置
も
含
め
て
検
討
し
、
八
行
本
と
同
じ
位
置
の
場
合

は
、
近
松
全
集
と
同
じ
位
置
に
翻
刻
を
行
っ
た
。
こ
の
点
で
、
従
来
の
未

翻
刻
作
品
集
成
の
凡
例
通
り
で
は
な
い
。
そ
の
上
で
、
八
行
本
と
七
行
本

の
文
字
譜
の
異
な
る
も
の
を
表
で
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
坂
本
氏
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
、
語
頭
に
「
ウ
」
が
つ
く
事
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
表
の

記
号
の*

は
、七
行
本
の
み
に
あ
る
文
字
譜
表
記
だ
が
、句
頭
に
「
ウ
」「
ハ

ル
」
が
み
う
け
ら
れ
、
享
保
以
降
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
特
色
は
、必
ず
し
も
八
行
本
と
同
じ
で
な
い
事
例
で
あ
る
。

八
行
本
と
文
字
譜
が
異
な
る
も
の
で
、
十
四
・
十
五
行
絵
入
本
と
同
じ
事

例
に
は
、
記
号
に**

を
付
し
た
。
七
行
本
を
製
作
す
る
に
あ
た
り
、
新

た
に
文
字
譜
を
つ
け
た
の
か
、
諸
本
を
検
討
し
た
の
か
は
、
他
の
作
品
も

含
め
て
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
に
な
る
。
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表　

記
号
の*

は
七
行
本
の
み
の
文
字
譜
表
記　

**

は
十
四
・
十
五
行
絵

入
本
と
同
じ
文
字
譜
表
記

七
行
本

八
行
本

1
＊
《
序
詞
》
宋
（
そ
う
）
の
［
１
オ
］

《
序
》
宋
（
そ
う
の
）［
１
オ
］

2

天
子
（
て
ん
し
）
め
ぐ
み
［
１
オ
］

天
子
。
め
ぐ
み
［
１
オ
］

3

道
と
や
申
〈
ス
〉［
４
オ
］

道
と
や
は
申
［
３
オ
］

4

よ
し
そ
れ
は
さ
も
候
へ
。［
４
オ
］

よ
し
そ
れ
も
さ
も
候
へ
。［
３
ウ
］

5

立
〈
ツ
〉
た
り
け
り
。［
６
オ
］

立
た
り
け
り
［
４
ウ
］

6
＊
《
中
ウ
》
と
の
も
づ
か
さ
［
６
オ
］

《
ウ
》
と
の
も
づ
か
さ
［
４
ウ
］

7

《
地
ハ
ル
》
外
道
（
げ
だ
う
）
の
［
６
ウ
］《
地
色
ハ
ル
》
外
道
の
［
５
オ
］

8
＊
《
ハ
ル
》
ゑ
い
ら
ん
［
６
ウ
］

《
ハ
ル
ウ
》
ゑ
い
ら
ん
［
５
オ
］

9

声
を
上
〈
ケ
〉。［
８
ウ
］

こ
ゑ
を
あ
げ
［
７
オ
］

10
＊＊
《
詞
》
エ
ヽ
無
念
（
む
ね
ん
）［
８
ウ
］
エ
ヽ
む
ね
ん
し
ご
く
［
７
オ
］

11

吹
目
（
す
い
も
く
）［
９
ウ
］

吹
目
（
す
い
も
）［
８
オ
］

12

か
も
じ
《
地
ウ
》
と
き
［
11
ウ
］

か
も
じ
《
地
》
と
《
ウ
》
き
［
９
ウ
］

13

色
《
中
》
に
。
花
ぬ
り
の
［
13
オ
］

色
に
。《
中
》
花
ぬ
り
の
［
11
オ
］

14

《
ハ
ル
フ
シ
》
ひ
く
や
［
13
オ
］

ひ
く
や
［
11
オ
］

15

う
は
《
ハ
ル
》
ゑ
や
［
13
ウ
］

う
は
ゑ
《
ハ
ル
》
や
［
11
ウ
］

16

給
ふ
《
ト
ル
ハ
ル
》
ゑ
に
し
の
［
14
オ
］
給
《
ハ
ル
》
ふ
ゑ
に
し
の
［
11
ウ
］

17
＊
《
中
ウ
》
酒
（
し
ゆ
）
ゑ
ん
［
14
ウ
］
《
ウ
》
酒
ゑ
ん
［
12
オ
］

18

ね
つ
た
う
の
ご
と
く
に
て
。［
15
オ
］

ね
つ
た
う
の
ご
と
く
な
れ
共
。［
12

ウ
］

19

手
を
か
け
ば
こ
そ
［
15
ウ
］

手
を
も
か
け
ば
こ
そ
［
13
オ
］

20

に
げ
出
る
を
。［
17
ウ
］

に
げ
出
る
を
［
14
ウ
］

21

あ
ふ
と
聞
し
故
［
18
オ
］

あ
ふ
と
聞
し
故
。［
15
オ
］

22
＊
《
地
ハ
ル
》
お
め
く
声
。［
18
オ
］

《
地
》
お
め
く
こ
ゑ
。［
15
オ
］

23

床（
と
こ
）に
入〈
ル
〉べ
き
に
。［
18
ウ
］
床
に
入
べ
き
に
［
15
ウ
］

24
＊＊
《
ウ
》
一
度
し
つ
ほ
り
と
［
19
オ
］

一
度
し
つ
ほ
り
と
［
15
ウ
］

25

《
ハ
ル
》
ね
て
見
せ
よ
と
。［
19
オ
］

ね
て
見
せ
よ
と
［
15
ウ
］

26

《
中
》
ど
つ
こ
い
《
ウ
》
／
＼
う
ご
い

て
［
19
オ
］

ど
つ
こ
い
／
＼
《
ウ
》
う
ご
い
て

［
16
オ
］

27
＊
《
ウ
》
さ
程
ね
る
こ
と
［
19
オ
］

さ
《
ウ
》
程
ね
る
こ
と
［
16
オ
］

28
＊
《
ウ
》
さ
ん
づ
の
ふ
す
ま
［
19
オ
］

三
《
ウ
》
づ
の
ふ
す
ま
［
16
オ
］

29

じ
り
ゝ
／
＼
［
19
オ
］

じ
り
ゝ
／
＼
と
［
16
オ
］

30

は
つ
た
と
に
ら
め
ば
。［
20
オ
］

は
つ
た
と
に
ら
め
ば
［
17
オ
］

31
＊
《
地
ハ
ル
》く
は
つ
と
見
ひ
ら
き［
20
オ
］《
地
》
く
は
つ
と
見
ひ
ら
き
［
17
オ
］

32

組
（
く
み
）《
ハ
ル
》
合
〈
イ
〉［
21
オ
］
く
《
ハ
ル
》
み
あ
ひ
［
17
ウ
］

33
＊

珍
重（
ち
ん
ち
や
う
）《
色
》／
＼
去（
さ

り
）［
21
ウ
］

珍
重
／
＼
《
色
》
去
（
さ
り
）［
18
ウ
］

34

し
ん
〴
〵
。［
22
オ
］

信
心
。［
18
ウ
］

35

栄
（
さ
か
）
ふ
る
。
御
代
こ
そ
［
22
オ
］
さ
か
ふ
る
。
代
こ
そ
［
18
ウ
］

36
＊
《
ウ
》
い
づ
く
よ
り
共
［
23
ウ
］

い
《
ウ
》
づ
く
よ
り
共
［
20
オ
］

37
＊＊
《
地
色
中
》
い
か
さ
ま
是
は
［
23
ウ
］
《
地
色
》
い
か
さ
ま
是
は
［
20
オ
］

38
＊
《
フ
シ
》
御
な
つ
か
し
や
［
24
ウ
］

《
中
フ
シ
》
御
な
つ
か
し
や
［
21
オ
］

39
＊
《
地
ハ
ル
》申〈
シ
〉も
あ
へ
ぬ
に［
25
オ
］《
地
》
申
も
あ
へ
ぬ
に
［
21
オ
］

40

《
詞
》
五
ゐ
の
介
承
り
［
25
ウ
］

五
ゐ
の
介
承
り
［
21
ウ
］

41

《
地
色
ウ
》
人
に
す
ぐ
れ
し
［
27
オ
］
《
地
色
》
人
に
す
ぐ
れ
し
［
23
オ
］

42
＊

故
な
く
《
ウ
》
り
べ
つ
と
［
28
オ
］

故
な
く
り
べ
つ
と
［
24
オ
］

43

世
を
見
限
（
か
ぎ
）
り
。［
28
オ
］

世
を
見
か
ぎ
り
［
24
オ
］

44

《
ウ
》
文
誠
（
ま
こ
と
）
し
や
か
［
28
オ
］
文
《
ウ
》
誠
し
や
か
［
24
オ
］
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45

生
（
い
き
）
ふ
が
［
28
オ
］

い
き
や
ふ
が
［
24
オ
］

46

《
ウ
》
落
よ
か
し
［
28
ウ
］

お
ち
《
ウ
》
よ
か
し
［
24
オ
］

47

我
住
（
す
む
）。
里
（
さ
と
）［
28
ウ
］
我
住
さ
と
［
24
ウ
］

48
＊

頼
ふ
だ
人
の《
ハ
ル
》御
帰
り
。［
28
ウ
］
頼
ふ
だ
人
の
御
《
ハ
ル
》
帰
り
。

［
24
ウ
］

49

上
座
の
し
よ
く
に
［
29
オ
］

上
座
の
床
の
し
よ
く
に
［
24
ウ
］

50

首
き
つ
て
［
31
オ
］

首
き
つ
て
き
て
［
26
ウ
］

51
＊

こ
ん
じ
や
う
《
中
》
か
な
。［
31
オ
］

こ
ん
じ
や
《
中
》
う
か
な
。［
26
ウ
］

52

も
し
し
そ
ん
じ
て
は
あ
し
か
り
な
ん

［
32
オ
］

も
し
し
そ
ん
じ
て
あ
し
か
り
な
ん

［
27
ウ
］

53

《
ウ
》
一
〈
ト
〉
先
《
ウ
》
君
を
［
32
オ
］
一
《
ウ
》
先
《
ウ
》
君
を
［
27
ウ
］

54

す
が
《
中
》
り
付
〈
キ
〉。［
32
オ
］

す
が
り
付
。［
27
ウ
］

55

ゆ
《
ウ
》
ふ
べ
に
も
［
32
ウ
］

ゆ
ふ
《
ウ
》
へ
に
も
［
27
ウ
］

56

《
ウ
》
に
は
か
に
秋
風
［
32
ウ
］

に
《
ウ
》
は
か
に
秋
風
［
27
ウ
］

57

《
地
》た
が
ひ
に《
ウ
》な
ご
り
は［
32
ウ
］
互
に
《
ウ
》
な
ご
り
は
［
28
オ
］

58

い
ふ
て
も
か
へ
ら
ぬ
［
33
オ
］

い
ふ
て
か
へ
ら
ぬ
［
28
オ
］

59
＊

つ
ゝ
み
《
フ
シ
中
》
な
き
わ
り
な
く
。

［
33
オ
］

つ
ゝ
み
な
き
《
フ
シ
中
》
わ
り
な
く
。

［
28
ウ
］

60
＊
《
ウ
》
声
を
か
け
［
33
ウ
］

こ
《
ウ
》
ゑ
を
か
け
［
29
オ
］

61

《
ウ
》
う
た
で
は
［
34
オ
］

《
ウ
》
討
で
は
［
29
オ
］

62

ヲ
ヽ
か
は
い
や
［
34
ウ
］

ヲ
ヽ
か
は
い
や
な
［
29
ウ
］

63
＊
《
ウ
》
な
む
三
宝
［
35
ウ
］

な
《
ウ
》
む
三
ぼ
う
［
30
ウ
］

64

時
に
一
〈
ト
〉
間
の
内
よ
り
［
36
ウ
］
《
地
》
時
に
一
間
の
内
よ
り
［
31
オ
］

65
＊＊
《
地
ハ
ル
》
お
り
あ
へ
や
つ
と
［
36
ウ
］
お
り
あ
へ
や
つ
と
［
31
ウ
］

66

《
ハ
ル
》
尼
公
（
に
こ
う
）
は
［
37
オ
］
《
ハ
ル
》
尼
公
は
［
31
ウ
］

67

ふ
う
ふ
の
印
〈
シ
〉
を
見
せ
給
へ
。

［
37
ウ
］

ふ
う
ふ
の
し
る
し
を
見
せ
給
へ
［
32

オ
］

68
＊
《
ウ
》
や
た
け
心
の
［
38
オ
］

や
た
《
ウ
》
け
心
の
［
32
ウ
］

69

姫
は
《
ハ
ル
》
わ
か
ち
も
［
38
オ
］

姫
は
《
ハ
ル
》
わ
か
ち
も
［
32
ウ
］

70

御
心
《
上
》
と
［
38
オ
］

御
心
と
［
32
ウ
］

71

涙
の
《
フ
シ
》
玉
の
お
も
。［
38
ウ
］

な
み
だ
の
玉
の
を
も
。［
33
オ
］

72

す
こ
し
心
も
［
38
ウ
］

す
こ
し
は
心
も
［
33
オ
］

73
＊
《
ウ
》
も
ろ
く
く
だ
く
る
［
38
ウ
］

も
《
ウ
》
ろ
く
く
だ
く
る
［
33
オ
］

74
＊
《
ウ
》
今
よ
り
は
［
38
ウ
］

今
《
ウ
》
よ
り
は
［
33
オ
］

75

と
ぢ
た《
上
》る
ま
な
こ
に
も
。［
39
オ
］
と
ぢ
た
る
ま
な
こ
に
も
。［
33
ウ
］

76

母
上
の
。
御
《
ウ
》
悦
び
を
［
39
オ
］
母
上
の
御
《
ウ
》
悦
び
を
［
33
ウ
］

77
＊
《
中
フ
シ
》
よ
ろ
ひ
の
袖
［
40
オ
］

《
フ
シ
》
鎧
の
袖
［
34
オ
］

78
＊＊
《
キ
ン
》
名
を
う
の
花
に
［
40
ウ
］

名
を
う
の
花
に
［
34
ウ
］

79
＊＊
《
地
ハ
ル
》三〈
ン
〉因（
ゐ
ん
）仏
性（
ぶ

つ
し
や
う
）
の
［
41
オ
］

《
地
》
三
因
（
ゐ
ん
）
仏
性
（
ぶ
つ

し
や
う
）
の
［
35
オ
］

80

仏
〈
ケ
〉
の
ゑ
ん
の
［
41
オ
］

仏
の
ゑ
ん
や
［
35
オ
］

81
＊＊
《
フ
シ
》
ほ
つ
き
心
〈
ン
〉
こ
そ
［
41
オ
］
発
起
（
ほ
つ
き
）
心
こ
そ
［
35
オ
］

82
＊
《
地
色
中
》
世
に
《
ウ
》
ほ
だ
さ
れ
ぬ

［
41
オ
］

《
地
色
》
世
に
《
ウ
》
ほ
だ
さ
れ
ぬ

［
35
オ
］

83
＊＊

思
ひ
出
す
う
《
ウ
》
き
涙
［
42
ウ
］

思
ひ
出
す
う
き
涙
［
36
オ
］

84
＊＊
《
ハ
ル
》
め
い
を
御
ら
ん
じ
。［
42
ウ
］
め
い
を
御
ら
ん
じ
。［
36
オ
］

85
＊
《
地
ハ
ル
》
語
る
ま
に
［
43
オ
］

《
地
》
か
た
る
ま
に
［
37
オ
］

86
＊

道
心
成
〈
ル
〉
が
。《
地
中
》
あ
る
夜

［
43
ウ
］

道
心
《
中
》
成
が
。《
中
》
あ
る
夜

［
37
オ
］

87

四
句
の
文
（
も
ん
）［
43
ウ
］

四
句
の
文
。［
37
オ
］

88
＊

果
（
は
た
）
し
て
［
43
ウ
］

《
中
》
は
た
し
て
［
37
オ
］

89

宝
鯨
（
ほ
う
げ
い
）
に
し
て
。［
43
ウ
］
ほ
う
げ
い
に
し
て
［
37
オ
］

90

《
ウ
》
一
紙
（
し
）［
43
ウ
］

一
《
ウ
》
紙
（
し
）［
37
ウ
］

91
＊＊
《
地
ハ
ル
》
く
や
う
の
導
師
（
だ
う
し
）

に
［
44
オ
］

《
地
》
く
や
う
の
導
師
（
だ
う
し
）

に
［
37
ウ
］

92
＊＊
《
ウ
》
承
つ
て
荷
物
（
に
も
つ
）
よ
り
。

［
44
オ
］

承
て
荷
物
よ
り
。［
37
ウ
］
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93
＊＊
《
ウ
》
は
ま
べ
に
つ
め
ば
。［
44
オ
］

は
ま
べ
に
つ
め
ば
。［
37
ウ
］

94

下
知
（
げ
ぢ
）
し
て
サ
ア
。［
44
ウ
］

下
知
（
げ
ぢ
）
し
て
サ
ア
［
38
オ
］

95
＊＊
《
詞
》
近
比
さ
し
出
が
ま
し
う
［
44
ウ
］
近
比
さ
し
出
が
ま
し
う
［
38
オ
］

96
＊＊
《
地
ハ
ル
》
そ
れ
打
こ
ろ
せ
と
［
45
オ
］
《
ハ
ル
》
そ
れ
打
こ
ろ
せ
と
［
38
ウ
］

97

此
か
ね
を
な
ら
し
て
。［
45
ウ
］

此
か
ね
を
な
ら
し
て
［
39
オ
］

98

し
ん
た
い
心
の
ま
ゝ
と
成〈
ル
〉［
46
オ
］
し
ん
た
い
心
の
ま
ゝ
成
［
39
オ
］

99
＊
《
フ
シ
中
》
今
か
。《
ハ
ル
》
い
く
か
と

［
47
オ
］

《
フ
シ
》
今
か
。《
ハ
ル
》
い
ら
か
と

［
40
ウ
］

100

鐘
を
う
と
み
し
其
罪（
つ
み
）は［
48
ウ
］《
ウ
》
鐘
を
う
と
み
し
其
つ
み
は

［
41
ウ
］

101

つ
き
鐘
《
色
》
あ
は
れ
。［
49
オ
］

つ
き
が
ね《
色
》あ
ら
は
れ
。［
41
ウ
］

102

《
謡
詞
》
も
ろ
こ
し
の
［
49
オ
］

《
謡
同
》
も
ろ
こ
し
の
［
41
ウ
］

103
＊＊
《
地
ハ
ル
》く
や
う
の
に
は
に
は［
49
オ
］《
ハ
ル
》
く
や
う
の
に
は
に
は
［
42

オ
］

104
＊＊
《
ワ
キ
地
ハ
ル
》
藤
太
入
道
走
り
出
。

［
50
オ
］

《
地
ハ
ル
》
藤
太
入
道
走
り
出
。［
42

ウ
］

105

《
詞
》是
申〈
シ
〉ほ
う
し
さ
ま
。［
50
オ
］《
詞
》
是
申
ほ
う
し
様
。［
42
ウ
］

106
＊＊
《
地
》
扨
は
ほ
う
ば
い
様
の
［
50
オ
］

扨
は
ほ
う
ば
い
様
の
［
42
ウ
］

107

し
か
け
ら
れ
《
色
》
ま
ち
や
ゝ
［
50
ウ
］
し
か
け
ら
れ
《
色
》
ま
ち
や
ゝ
。

［
43
オ
］

108
＊
《
地
》
我
〈
レ
〉
は
か
し
ら
も
そ
り
は

し
の
［
51
オ
］

我
は
か
し
ら
も
そ
り
は
し
の
［
43

オ
］

109

い
た
は
し
け
れ
ば
［
51
オ
］

い
た
は
し
け
れ
ば
。［
43
オ
］

110

す
そ
を
し
つ
か
と
取〈
ル
〉。
逃（
に
げ
）

ん
と
［
51
ウ
］

す
そ
を
し
つ
か
と
取
〈
リ
〉。
逃
ん

と
［
43
ウ
］

111
＊

さ
け
び
な
き
《
フ
シ
中
》
め
も
あ
て
。

［
51
ウ
］

さ
け
び
な
き
《
中
フ
シ
》
め
も
あ
て
。

［
43
ウ
］

112
＊
《
色
》
是
狂
人
（
き
や
う
じ
ん
）
め
。

［
51
ウ
］

是
《
色
》
狂
人
め
。［
43
ウ
］

113
＊＊
《
地
ウ
》
室
君
（
む
ろ
ぎ
み
）
と
［
52
オ
］《
ウ
》
室
君
と
［
44
オ
］

114
＊
《
ハ
ル
》
し
ん
ぼ
う
は
。［
52
ウ
］

し
《
ハ
ル
》
ん
ぼ
う
は
。［
44
オ
］

115
＊＊
《
地
ハ
ル
》
女
房
む
つ
く
と
［
53
ウ
］
《
ハ
ル
》
女
房
む
つ
く
と
［
45
オ
］

116

舌
（
し
た
）
ば
や
に
［
53
ウ
］

し
た
ば
や
に
。［
45
ウ
］

117
＊
《
地
ハ
ル
》
諸
岩
（
も
ろ
い
は
）
声
を

［
54
オ
］

諸
岩
こ
ゑ
を
［
45
ウ
］

118
＊
《
詞
》
ひ
つ
き
や
う
儕
（
お
の
れ
）
は

［
54
オ
］

ひ
つ
き
や
う
を
の
れ
は
［
45
ウ
］

119
＊＊
《
大
夫
》
ム
ヽ
な
ん
と
［
54
オ
］

ム
ヽ
な
ん
と
［
45
ウ
］

120

《
ウ
》
何
ご
と
や
ら
ん
［
54
ウ
］

何
ご
と
や
ら
ん
［
46
オ
］

121

道
断
（
だ
う
だ
ん
）［
54
ウ
］

同
断
（
ど
う
だ
ん
）［
46
オ
］

122

鐘
（
か
ね
）
の
く
や
う
に
。［
55
オ
］

か
ね
の
く
や
う
に
［
46
オ
］

123

ゐ
ん
ゑ
ん
は
。
そ
も
雨
土
［
55
オ
］

ゐ
ん
ゑ
ん
は
そ
も
。
あ
め
つ
ち
［
46

オ
］

124

戌
（
い
ぬ
）
に
七
六
五
。［
55
オ
］

戌
に
七
六
。
五
。［
46
ウ
］

125
＊
《
地
ハ
ル
》
か
た
り
給
へ
ば
人
々
は
。

［
55
ウ
］

《
地
》
か
た
り
給
へ
ば
人
々
は
。［
47

オ
］

126

声
を
《
色
》
あ
げ
。［
56
オ
］

こ
ゑ
を
《
色
》
あ
げ
［
47
オ
］

127
＊＊
《
同
地
》
す
は
／
＼
う
ご
く
ぞ
［
56
ウ
］
《
同
》
す
は
／
＼
う
ご
く
ぞ
［
47
ウ
］

128

あ
ら
は
れ
た
《
引
》
り
［
56
ウ
］

顕
は
れ
た
《
引
》
り
。［
47
ウ
］

129

用
明
天
王
鐘
入
［
57
オ
］

か
ね
入
の
段
［
48
オ
］

130

露
の《
中
フ
シ
》お
も
た
さ
よ
。［
57
ウ
］
露
の《
中
シ
》お
も
た
さ
よ
。［
48
ウ
］

131

引
と
む
《
引
》
る
。［
57
ウ
］

引
と
む
《
引
》
る
［
48
ウ
］

132
＊
《
ハ
ル
》是
御
ら《
中
》ん
ぜ
よ
。［
57
ウ
］
是
《
ハ
ル
》
御
ら
《
中
》
ん
ぜ
よ
。

［
48
ウ
］

133
＊
《
フ
シ
ウ
》
門
に
松
立
。［
57
ウ
］

《
フ
シ
》
門
に
《
ウ
》
松
立
。［
48
ウ
］

134

花
ぶ
く
ろ
《
キ
ン
》
日
も
［
58
オ
］

花
ぶ
く
《
キ
ン
》
ろ
日
も
［
48
ウ
］

135
＊

我
を
の
み
《
ハ
ル
》
追
く
る
か
と
。

［
58
オ
］

我
を
の
《
ハ
ル
》
み
追
く
る
か
と
。

［
49
オ
］

136

《
謡
》
山
寺
の
や
。［
58
ウ
］

《
ウ
タ
イ
》
山
寺
の
や
。［
49
オ
］
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137

花
や
ち
る
ら
ん
／
＼
花
や
ち
る
ら
ん

［
58
ウ
］

花
や
ち
る
ら
ん
花
や
ち
る
ら
ん
［
49

オ
］

138
＊
《
フ
シ
ハ
ル
》情
の
花
や
。ち
り
ぬ
ら
ん
。

［
58
ウ
］

《
ウ
フ
シ
》
情
の
花
や
。
ち
り
ぬ
ら

ん
。［
49
オ
］

139

の
ぼ
ら
は
［
59
オ
］

の
ぼ
ら
ば
［
49
ウ
］

140

つ
き
ま
ど
は
つ
て
［
59
オ
］

つ
き
ま
と
は
つ
て
［
49
ウ
］

141

身
は
す
み
が
ま
の
［
59
オ
］

身
は
す
み
が
ま
と
［
49
ウ
］

142
＊

共
《
キ
ン
》
に
［
59
ウ
］

《
キ
ン
》
と
も
に
［
49
ウ
］

143
＊

く
る
し
と
《
下
》
嘆
呼
は
る
［
59
ウ
］
く
る
し
《
下
》
と
な
げ
き
よ
ば
ゝ
る

［
50
オ
］

144
＊
《
地
ハ
ル
》
う
ろ
こ
を
な
ら
し
［
60
オ
］
《
上
地
ハ
ル
》
う
ろ
こ
を
な
ら
し

［
50
ウ
］

145

太
夫
と
［
60
オ
］

大
夫
と
［
50
ウ
］

№
137
の
七
行
本
の
異
同
と
、
第
四
「
さ
ん
ろ
玉
世
の
姫
道
行
」
の
異
同
は

未
翻
刻
作
品
集
成
の
解
題
に
あ
る
。

二　
「
菅
丞
相
冥
加
の
松
梅
」

　
「
菅
丞
相
冥
加
の
松
梅
」は
、「
天
神
記
冥
加
の
松
」の
解
題
で
あ
る
。「
天

神
記
冥
加
の
松
」
は
、
享
保
二
十
年
に
上
総
少
橡
を
受
領
し
た
祝
儀
に
、

翌
元
文
元
年
二
月
に
大
坂
竹
本
座
で
出
語
り
し
た
も
の
で
あ
る
。「
天
神

記
冥
加
の
松
」
の
正
本
の
伝
存
は
不
明
で
あ
る
。
元
文
二
年
に
、
播
磨
少

橡
を
再
受
領
し
た
折
に
「
菅
丞
相
冥
加
の
松
梅
」
と
改
題
し
て
語
る
。
こ

の
と
き
の
正
本
も
伝
存
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
和
三
年
二
代
目
竹
本

政
太
夫
一
周
忌
追
善
興
行
時
の
七
行
の
正
本
が
あ
る
。
こ
の
正
本
を
、
未

翻
刻
作
品
集
成
72
に
翻
刻
し
た
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、東
京
大
学
駒
場
図
書
館
所
蔵
の
「
菅
丞
相
冥
加
松
梅
」

と
す
る
写
本
が
あ
る
。
本
書
は
、木
谷
蓬
吟
に
よ
っ
て
『
浄
瑠
璃
研
究
書
』

で
紹
介
さ
れ
た
。
七
行
本
の
正
本
は
竹
本
染
太
夫
と
竹
本
綱
太
夫
の
掛
け

合
い
の
指
示
が
あ
る
が
、
本
書
に
は
そ
れ
が
な
い
。
本
書
は
、
箱
の
中
に

収
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
箱
の
中
に
は
中
蓋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

識
語
が
あ
る
。

　

木
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
奥
書
（
19
ウ
）
の
「
文
正
」
の
下
の
印
章
は
「
竹

本
播
磨
少
橡
」
と
「
藤
原
喜
教
」
と
あ
り
、「
清
人
沈
草
亭
か
ら
贈
来
さ

れ
た
記
念
の
も
の
」
と
記
す
。
さ
ら
に
、
寛
延
三
年
の
寄
主
は
二
代
目
政

太
夫
。
文
末
（
21
ウ
）
の
、
文
中
の
脇
田
氏
は
竹
本
喜
太
夫
、
文
囀
子
は

二
世
竹
本
政
太
夫
と
す
る
。

　

中
蓋
の
五
代
目
竹
本
弥
太
夫
に
よ
る
記
載
で
は
、
竹
本
播
磨
少
橡
こ
と

初
代
竹
本
政
太
夫
の
正
本
を
、
息
子
の
長
右
衛
門
を
経
て
、
二
代
目
竹
本

政
太
夫
へ
贈
ら
れ
、
後
に
、
通
称
河
堀
口
（
こ
ぼ
れ
く
ち
）
三
代
目
竹
本

長
門
太
夫
に
贈
ら
れ
、
五
代
目
竹
本
弥
が
太
夫
が
所
持
す
る
と
あ
る
。

（
箱
の
上
書
き
）

竹
本
播
磨
少
掾
朱
章
本

菅
丞
相
冥
加
松
梅

元
文
二
年
一
月
勅
許
受
領
に
際
し
上
演

約
二
百
年
前
、
最
古
の
床
本

（
中
蓋
）

菅
丞
相
冥
加
松
梅

竹
本
播
磨
少
掾
氏

　

受
領
之
時
語
ら
れ
し
正
本
播
磨
嗣
男
長
右
衛
門
氏
竹
本
政
太
夫
氏
へ
贈
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ら
れ
右
方
よ
り
河
堀
口
竹
本
長
門
太
夫
師
へ
贈
ら
れ
右
方
よ
り
ゆ
ず
り
受

五
代
目
竹
本
彌
太
夫
所
持

（
保
護
表
紙
）「
菅
丞
相
冥
加
松
梅
」（
書
題
簽
）

（
表
紙
）「
菅
丞
相
冥
加
松
梅　

竹
本
播
磨
少
橡
」

地
中
夫
。
芦
原
の
中
津
国
ウ
あ
れ
ま
す
神
は
多
け
れ
ど
。
今
度
の
ウ
諸
願
成

就
も
天ア

マ
ミ
ツ満
神
の
御
利
益
。
ウ
冥
加
に
ひ
ら
く
花
紅
葉
御
ハ
ル
じ
あ
い（
１
オ
）

有
し
其
中
む
か
し
。
ウ
つ
ゝ
し
み
申
も
下
恐
レ
れ
な
が
ら
。
中
も
と
よ
り
父

母
な
き
ふ
り
人
に
て
。
ス
ヱ
テ
ハ
ル
か
ん
し
や
う
公
に
や
し
な
は
れ
。
中
ウ
く

は
ん
が
く
の
ま
ど
の
雪
ほ
た
る
の
（
１
ウ
）
ひ
か
り
あ
き
ら
か
に
。
筆
の

林
も
ウ
枝
し
げ
く
。
フ
シ
詞
の
ウ
ハ
ル
泉
中
つ
き
も
せ
ず
。
地
ウ
し
ふ
に
か
ん

の
う
ま
し
／
＼
て
ウ
歌
の
道
な
を
ハ
ル
さ
か
ん
也
。
ゑ
ん
ぎ
て
い
の
御
恵

（
２
オ
）
い
ウ
と
も
か
し
こ
き
勅
に
よ
り
。
ウ
右
大
臣
に
に
ん
ぜ
ら
れ
ウ
一

の
か
み
に
座
し
給
ひ
。
ス
ヱ
テ
め
で
た
き
ち
う
し
ん
色
な
り
し
か
ど
。
詞
ひ

だ
ん
の
お
と
ゞ
藤
原
の
し
へ
い
（
２
ウ
）
公
の
ざ
ん
に
よ
り
。
地
中
を
ん

る
の
つ
み
に
う
ウ
き
し
づ
み
。
な
が
れ
行
衛
も
ウ
白
浪
の
。
フ
シ
ヲ
ク
リ
よ
せ

て
は
。
か
へ
り
。
ハ
ル
い
と
ゞ
し
く
。
中
ウ
す
ぎ
ウ
行
か
た
の
恋
し
さ
も
。

う
れ
ふ
る
人
の
（
３
オ
）
た
め
と
て
は
ト
ル
し
ば
し
。
ハ
ル
と
ゞ
ま
る
。
こ

と
も
な
く
上
都
を
出
て
。
ウ
末
の
中
秋
。
心
づ
く
し
の
ウ
月
の
か
げ
フ
シ
今

宵
は
。
げ
に
も
ハ
ル
十
三
夜
。地
ウ
げ
つ
く
は
う
は
ウ
鏡
に
に
た
れ
共（
３
ウ
）

ハ
ル
つ
み
を
あ
か
す
こ
と
な
く
。
ふ
う
き
は
か
た
な
の
ご
と
く
中
な
れ
共
。

う
れ
ひ
を
た
ゞ
す
。
平
家
ウ
み
る
に
し
た
が
ひ
。
ハ
ル
き
く
に
。
し
た
が
つ

て
。
み
な
さ
ん
り
つ
。
此
秋
ひ
と
り（
４
オ
）ウ
我
身
の
ナ
ヲ
ス
秋
と
中
な
る
。

フ
シ
ハ
ル
思
ひ
き
や
。
キ
ン
あ
ま
の
た
く
な
は
い
キ
ン
さ
り
せ
ん
下
と
は
。
フ
シ

と
ま
や
か
た
。
中
ひ
し
き
物
に
は
袖
だ
に
も
。
ぬ
れ
て
其
か
ひ
ウ
あ
ら
磯

の
ヲ
ク
リ
み
る
め（
４
ウ
）を
。
か
り
の
ウ
草
枕
。
中
跡
な
き
夢
と
ウ
年
も
暮
。

フ
シ
ひ
と
よ
を
ウ
春
ハ
ル
に
あ
け
そ
め
て
。
フ
シ
ウ
あ
ら
た
ま
れ
共
。
中
我
は

た
ゞ
。
物
ハ
ル
鶯
の
ふ
る
巣
よ
り
ウ
涙
の
つ
ら
ゝ
と
け
（
５
オ
）
そ
中
め
て
。

軒
端
に
き
な
く
声
に
こ
そ
。
ス
ヱ
テ
い
と
ゞ
都
は
恋
し
け
れ
。
中
そ
な
た
の

空
よ
と
打
な
が
め
。
フ
シ
ハ
ル
こ
ち
ふ
か
ば
ノ
ル
に
ほ
ひ
を
。
こ
せ
よ
梅
の

花
。
あ
る
じ
な
し
（
５
ウ
）
と
て
。
キ
ン
春
な
わ
す
れ
下
そ
と
。
舞
ゑ
い
じ

ハ
ル
給
へ
は
ふ
し
ぎ
や
な
。
有
つ
る
梅
は
て
中
い
し
や
う
に
。
ハ
ル
こ
つ
ぜ

ん
と
中
と
び
来
る
。
梅
は
と
び
。
ハ
ツ
ミ
桜
は
か
る
ゝ
。
ハ
ル
フ
シ
世
の
中
に
。

中
何
と
て
（
６
オ
）
松
は
つ
れ
な
か
る
ら
ん
と
。
す
さ
み
給
へ
ば
ハ
ル
御

あ
と
を
。
爰
に
し
た
ひ
て
ウ
老
松
も
。
末
社
と
い
わ
ひ
申
中
也

ハ
ツ
ミ
か
ゝ
る
き
ど
く
の
あ
り
。
そ
海
。
身
の
ぬ
れ
衣
を
（
６
ウ
）
ほ
さ

ん
と
て
。
地
ウ
七
日
七
夜
ウ
い
ん
し
い
を
ハ
ル
た
ち
な
が
ら
。
天
の
さ
か
て

を
う
つ
ゝ
共
ウ
わ
か
で
み
は
つ
る
夢
の
よ
の
。
ウ
さ
せ
ん
の
し
も
と
ウ
き

へ
給
ふ
フ
シ
は
か
な
か
り
け
る
（
７
オ
）
浮
世
か
な
。
詞
其
頃
ゑ
い
山
ゑ

ん
り
や
く
じ
の
座
主
。法
性
坊
の
僧
正
と
て
ち
と
く
け
ん
ひ
の
大
と
く
有
。

地
や
ゝ
三
ハ
ル
ふ
く
の
な
つ
の
日
も
杉
の
嵐
に
秋
（
７
ウ
）
を
中
つ
け
。
ウ

九
し
き
の
ま
ど
の
ま
へ
十
せ
う
の
ハ
ル
ゆ
か
の
ほ
と
り
に
。
ゆ
が
ほ
つ
す

い
の
な
み
を
た
ゝ
へ
さ
ん
み
つ
か
ぢ
の
月
影
は
。
キ
ン
に
う
が
か
に
う
の

た
な
心
。（
８
オ
）
ふ
さ
う
し
や
り
し
て
し
ん
／
＼
と
月
は
さ
せ
共
し
ば

の
戸
を
。
た
ゝ
く
べ
き
人
も
色
お
ぼ
へ
ぬ
に
。
詞
い
か
成
松
の
風
や
ら
ん

あ
ら
は
し
た
な
の
事
や
な
と
。（
８
ウ
）
地
ハ
ル
と
び
ら
を
ひ
ら
き
み
給
へ
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ば
す
ぎ
に
し
き
さ
ら
ぎ
や
後
の
五
日
に
。
世
を
は
や
う
す
と
聞
へ
し
菅
丞

相
に
て
お
わ
し
ま
す
。
し
や
う
じ
入
奉
り
（
９
オ
）
し
ん
や
の
御
く
は
う

り
ん
何
事
に
か
は
と
色
有
し
か
ば
。
ハ
ル
か
ん
し
や
う
こ
た
へ
て
の
中
給
は

く
。
ウ
に
ご
れ
る
世
に
生
れ
て
ウ
む
し
つ
の
ざ
ん
げ
ん
ハ
ル
ち
か
ら
な
し
。

さ
ん
し
ん
（
９
ウ
）
の
あ
た
を
ほ
う
ぜ
ん
た
め
い
か
づ
ち
と
な
ら
ん
時
。

ぜ
ん
し
ん
計
こ
そ
い
く
は
う
め
で
た
く
中
候
へ
。
ウ
い
か
成
勅
使
な
り
と

て
も
ウ
だ
い
り
に
参
り
ハ
ル
給
は
ず
は
。
生
ウ
々
（
10
オ
）
世
々
に
ウ
此
中

お
ん
を
。
フ
シ
な
ど
か
は
ウ
ほ
う
ハ
ル
ぜ
ざ
る
べ
き
。
此
御
な
げ
き
は
申
て

も
色
あ
ま
り
有
ル
べ
し
。
詞
た
と
へ
せ
ん
じ
の
下
る
と
も
二
度
迄
は
参
る

ま
じ
。ち
よ
く
し
三
度（
10
ウ
）に
お
よ
ば
ゝ
ふ
て
ん
の
下
そ
つ
と
の
う
ち
。

王
地
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
さ
の
み
は
い
か
ゞ
と
の
給
へ
は
。
ハ
ル
菅

丞
相
の
御
色
は
殊
外
に
替
り
つ
ゝ
。（
11
オ
）
折
節
御
ま
へ
に
ざ
く
ろ
を

を
か
れ
た
り
し
を
。お
つ
と
り
口
に
ふ
く
ん
で
ば
ら
〴
〵
と
か
み
く
だ
き
。

妻
戸
に
く
わ
つ
と
は
き
か
く
る
。
あ
か
き
ざ
く
ろ
は
た
ち
（
11
ウ
）
ま
ち

に
。
く
は
ゑ
ん
と
な
つ
て
フ
シ
三
尺
計
も
へ
あ
が
る
。

ウ
僧
正
み
給
ひ
コ
ハ
リ
し
や
す
い
の
い
ん
を
む
す
ん
で
。
は
ん
じ
の
め
う
を

と
な
へ
給
へ
ば
く
は
ゑ
ん
は
き
ゆ
る
煙
の
中
に
（
12
オ
）
立
か
く
れ
ナ
ヲ

ス
せ
う
じ
や
う
は
フ
シ
行
衛
も
。
し
れ
ず
と
び
さ
り
て
。
ハ
ル
な
を
も
し
ん

い
の
ほ
む
ら
よ
り
ウ
な
る
い
か
づ
ち
と
身
を
へ
ん
じ
。
ざ
ん
し
ん
時
平
を

取
こ
ろ
し
内
裏
（
12
ウ
）
に
け
さ
く
を
な
し
て
。
我
に
う
か
り
し
う
ん
か

く
を
け
こ
ろ
さ
ん
と
立
さ
わ
ぐ
。
ウ
雲
の
け
し
き
も
す
さ
ま
じ
く
フ
シ
世

の
有
様
も
常
な
ら
ね
ば
。
ハ
ル
か
ぢ
（
13
オ
）
し
給
へ
と
召
に
よ
つ
て
僧

正
は
し
ゝ
ん
殿
に
座
を
色
し
め
。
コ
ハ
リ
珠
数
さ
ら
／
＼
と
を
し
も
ん
で
。

ふ
も
ん
ぼ
ん
を
ウ
と
な
へ
け
れ
は
。
さ
し
も
闇
の
夜
の
こ
と
く
成
（
13
ウ
）

大
内
俄
に
は
れ
て
ウ
め
い
／
＼
た
り
。
さ
れ
は
こ
そ
ウ
何
程
の
事
の
有
べ

き
そ
と
。
油
断
し
け
る
所
に
ふ
し
ぎ
や
御
殿
に
色
黒
雲
お
ほ
ひ
。
稲
妻
四

方
（
14
オ
）
に
ひ
ら
め
き
わ
た
つ
て
下
山
も
く
づ
れ
内
裏
も
空
に
さ
か
の

ぼ
る
か
と
し
ん
ど
う
ひ
ま
な
く
ナ
ヲ
ス
鳴
神
の
。
フ
シ
そ
れ
／
＼
姿
は
あ
ら

わ
れ
た
り
。
ハ
ル
僧
正
（
14
ウ
）
む
か
つ
て
声
を
か
け
。
そ
つ
と
四
海
の

う
ち
は
皆
王
地
に
あ
ら
ず
と
色
い
ふ
事
な
し
。
詞
い
わ
ん
や
せ
う
じ
や
う

き
の
ふ
ま
で
は
く
ん
お
ん
を
か
う
ふ
る
。
な
い
（
15
オ
）
お
ん
げ
ち
う
の

礼
義
み
だ
ん
也
。
し
づ
ま
り
給
へ
と
有
し
か
ば
。
あ
ら
愚
か
や
僧
中
正
よ
。

ウ
我
を
み
は
な
し
給
ふ
う
へ
は
貴
僧
成
共
ハ
ル
お
そ
る
ま
じ
。
思
ひ（
15
ウ
）

し
ら
せ
ん
人
々
と
て
し
よ
り
う
を
引
つ
れ
ウ
ひ
ら
め
き
渡
り
。
フ
シ
玉
体

あ
や
う
く
み
へ
給
へ
は
。
地
ウ
ふ
し
ぎ
や
僧
正
の
ハ
ル
お
は
す
る
所
を
い
か

づ
ち
お
そ
れ
て
な
（
16
オ
）
ら
ざ
り
け
る
。
し
ゝ
ん
で
ん
に
僧
正
あ
れ
ば
。

か
う
き
で
ん
に
い
か
づ
ち
な
る
。
ウ
か
う
き
殿
に
う
つ
り
給
へ
ば
。
ウ
せ

い
り
や
う
殿
に
か
み
な
り
す
る
。
せ
い
り
や
う
殿
に
う
つ
り
（
16
ウ
）
給

へ
ば
。
な
し
つ
ぼ
梅
壺
ひ
る
の
御
座
。
よ
ん
の
お
と
ゞ
を
行
ち
が
ウ
ひ
め

ぐ
り
あ
ひ
て
我
を
と
ら
じ
と
。
い
の
り
は
僧
正
。
な
る
は
雷
も
み
あ
ひ
。

／
＼
追
か
け
。
／
＼
（
17
オ
）
互
の
い
き
ほ
ひ
た
と
へ
ん
か
た
な
く
フ
シ

お
そ
ろ
し
か
り
け
る
有
リ
さ
ま
か
な
。
中
千
ウ
手
陀
羅
尼
を
ハ
ル
み
て
給
へ

ば
か
ん
な
り
の
壺
に
も
こ
ら
へ
ず
あ
ら
海
の
。
し
や
う
じ
（
17
ウ
）
を
へ

だ
て
是
迄
な
り
や
下
コ
ハ
リ
ゆ
る
し
給
へ
も
ん
ぼ
う
ひ
み
つ
の
ほ
う
み
に
預

り
。
帝
は
天
満
大
自
在
天
神
と
ぞ
う
ぐ
は
ん
を
。
菅
丞
相
に
下
さ
る
れ
は

ウ
忽
（
18
オ
）
い
か
り
を
色
引
か
へ
て
。
ウ
宝
祚
を
守
り
奉
ら
ん
と
其
報

恩
の
ナ
ヲ
ス
地
一
チ
夜
の
印
。
ハ
ル
北
野
に
千
本
の
松
が
へ
や
ウ
巣
を
く
ふ
田

鶴
の
よ
は
ひ
を
は
。
君
に
（
18
ウ
）
さ
ゝ
げ
て
大
国
は
亀
の
万
劫
ふ
る
か
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わ
の
流
れ
た
へ
せ
ぬ
金
銀
珠
玉
御
蔵
の
内
へ
と
う
／
＼
／
＼
と
納
る
御
代

こ
そ
め
で
た
け
れ
（
19
オ
）

�

文
正
（
印
）（
印
）（
19
ウ
）

此
曲
帖
は
先
考
受
領
頂
戴
の
時　

勅
許
の
有
難
に
感
し
旧
号
を
変
し
て
冥

加
の
松
梅
と
題
し
て
出
語
り
せ
ら
れ
し
正
本
な
り
其
頃
余
に
示
し
申
さ
れ

し
は
門
人
多
き
中
に
も
（
20
オ
）
吾
が
志
を
継
芸
圃
に
執
心
厚
き
其
人
を

待
て
附
属
せ
よ
と
の
事
な
り
し
か
貴
丈
今
秋
七
廻
期
追
善
の
奇
特
に
よ
つ

て
同
門
士
弓
に
便
り
て
贈
之

寛
延
三
庚
午
七
月
廿
五
日　

播
磨
嗣
男　

長
右
衛
門
喜
治
（
印
）

　
　
　
　
　

寄
主　

竹
本
政
太
夫
丈（
20
ウ
）

嗚
呼
羨
へ
し
此
一
本
也
先
師
旧
本
を
抜
粋
し
書
林
山
本
氏
に
筆
写
せ
し
め

師
手
つ
か
ら
朱
点
を
加
へ
ら
れ
し
手
沢
也
往
昔
同
門
脇
田
氏
崎
陽
に
在
て

清
人
姑
蘇
の
沈
草
亭
に
師
伝
の
此
一
曲
を
語
り
聞
せ
け
れ
は
沈
氏
感
喜
の

余
り
こ
の
文
句
の
和
字
を
模
し
て
一
軸
と
し
且
雅
文
を
添
ゑ
て
先
醒
に
お

く
れ
り
実
に
（
21
オ
）
本
朝
の
み
か
異
国
ま
て
も
声
誉
の
聞
ゑ
隠
れ
な
く

竹
田
氏
千
前
軒
も
追
悼
の
句
に　

は
ま
千
鳥
跡
を
残
す
や
ふ
し
墨
譜　

と

云
し
か
も
竹
本
二
代
の
祖
と
称
し
給
へ
り
今
拙
師
恩
の
便
价
と
成
て
是
を

足
下
に
附
与
す
願
は
く
は
永
く
師
恩
を
思
ひ
て
此
一
巻
を
貴
重
あ
ら
は
弥

冥
加
あ
る
へ
き
の
み

�

文
囀
子　

士
弓
（
印
）（
21
ウ
）

（
綴
込
紙
片
）

「
此
本
は
御
宮
様
江
上
り
被
成
候
／
其
砌
御
語
り
被
成
候
本
是
は
／
さ
こ

ば
よ
り
像
と
弐
品
参
り
候
／
是
は
證
文
と
は
違
ひ
候
得
共
／
譲
物
故
御
預

り
置
被
下
度
候
」

注（
１
）　�『
増
補
用
明
天
王
・
八
曲
筐
掛
絵
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
二
二
年
二
月
。

（
２
）　�

神
津
武
男
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
四
七
頁
。

（
３
）　�

山
根
為
推
「『
用
明
天
王
職
人
鑑
』
の
諸
本
の
考
察
」『
続
近
松
正
本
考
』
和

泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
九
一
～
一
二
〇
頁
。
一
五
四
頁
も
参
照
。

（
４
）　�

前
掲
注（
２
）一
〇
一
頁
。
な
お
、祐
田
善
雄「
近
松
浄
瑠
璃
七
行
本
の
研
究
」

『
浄
瑠
璃
史
論
考
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
、
二
〇
八
～
二
三
二
も
参

考
し
た
。

（
５
）　�

山
根
為
雄「『
け
い
せ
い
反
魂
香
』の
正
本
」、前
掲
注（
3
）『
続
近
松
正
本
考
』

四
七
頁
。

（
６
）　

前
掲
注
（
５
）、
三
二
頁
。

（
７
）　

前
掲
注
（
５
）、
四
九
頁
。

（
８
）　�

神
津
武
男https://tw

ilog.org/Izum
onojyo/date-121125　

2021

年
12
月

19
日
閲
覧
。

（
９
）　

前
掲
注
（
３
）、
一
一
六
頁
。

（
10
）　

前
掲
注
（
３
）、
一
一
七
頁
。

（
11
）　�

坂
本
清
恵
「
文
学
譜
処
理
凡
例
」『
義
太
夫
節
正
本
研
究
会
翻
刻
凡
例
』

二
〇
一
二
年
二
月

記本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
神
津
武
男
氏
に
多
く
の
ご
教
示
と
資
料
の
提
示
を
い

た
だ
い
た
。
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


